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成人矯正における保定装置として
対抗関係においてクラスプや透明シート
が介在しないため、夜間ブラキシズムに
よる上下の歯の接触の補正を促すことが
できる。
そのことにより、咬合干渉の要因を取り
除くことに繋がりますので、治療後の咬
合機能の問題を回避することができると
考えます。

また究極に薄く小さくするために、発音、
呼吸、嚥下に対して阻害することが小さ
いため、仕事中に装着することにも抵抗
が少ないといえます。

平素よりお世話になり誠にありがとうございます。

Sクラスのリテーナーのご案内

週刊のニュースレターを始めます

この度、お得意先様に向けて情報の提供と
共有の機会を増やしていく目的で、ニュー
スレターを毎週月曜日発刊していくことに
なりました。
毎週というとどこまで情報発信できるか自
信があるわけではございませんが、チャレ
ンジすることに意味があると思っておりま
す。
読んでいただく対象の先生方に有益な情報
があるのかないのか？ともかく正直に、気
楽に書かせていただくことで、長く継続で
きるのではないかとも思っております。そ
のうち一つ二つでも情報として受け取って
いただけるものがあればよいのではないか
と思っております。
そうぞ宜しくお願いいたします。

（中村）

弊社の窓から見渡せる赤神山・太郎坊宮



セミナー参加のご報告

去る10月7日、福井県フジデンタルラボのセミナー室にて開
催されたUltimate style dental laboratoryの夛田博知氏の
BLEACHSHADEのセラミックワークのコースに参加してまい
りました。
アメリカにおいて超審美歯科技工を提供されている世界の
カリスマテクニシャンです。

アメリカでは、セラミック修復される患者様の8割以上が、
いわゆる「歯の漂白」をされている状態であり、顕微鏡レ
ベルではそのエナメル質は、本来のエナメル質の透明度に
対して、すりガラス状の白濁したようなエナメル質の色調
となっています。
そのブリーチングシェードの歯の色調を再現するには、従
来のセラミックの色相構造ではなく、最表面にあたる層を
すりガラス状のセラミックスを一層レイヤリングする必要
があります。

このセミナーで、今後の審美歯科分野の行方が理解できた
ことと、世界のトップに立つ人は謙虚で全体を見渡せる人
であることを理解できた一日でした。
夛田氏は「実ほど頭を垂れる稲穂かな」を地で行く方でし
た。
この機会を与えてくださったフジデンタルラボの皆様に感
謝いたします。

スポーツマウスピース
10月14日15日、プロバスケットボールチームの滋賀レイクスのシーズ
ン開幕繊に滋賀ダイハツアリーナに追うお延に行ってきました。弊社は
4年前より滋賀レイクスのコンディショニングパートナーとして、地域
貢献事業の一つとしてスポーツマウスピースを提供しています。


